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物理探査法による青ヶ島火山に関する研究

The study of Aogashima volcano by geophysics
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１．はじめに
青ヶ島は、東京の南 357.7ｋｍ、八丈島から 67.7ｋｍの洋上に浮かぶ伊豆諸島最南端の火山島である。面積 5.23km2、

周囲約 9kmで、北北西－南南東にのびた長径約 3.5km、短径約 2.5kmの楕円形の形をしている。人口は、青ヶ島村のホー
ムページによると、平成 18年では、195人の島である。
青ヶ島では、1780年～1785年にかけて噴火活動があり、島民が八丈島に避難しているが、その後 200年ほど目立った

活動はない。しかしながら、もし、青ヶ島で噴火活動がおこった場合には、島が小さく逃げ場がないうえに、既存調査
では、島の中心部まで海水が浸透している可能性が指摘されており、上昇したマグマと海水の接触によりマグマ水蒸気
爆発が起こることも考えられる。そのため、被害を小さくするには、火山の予兆を捉えることが重要な課題である。こ
のような状況から、青ヶ島のマグマの位置をとらえ、そのマグマが上昇する可能性のある構造的な弱部、地下水の位置
の把握を目的として、研究をはじめた。
２．現地調査
2-1マグマの位置の把握の試み
2006年 12月 6日、青ヶ島上空で、空中磁気探査を実施した。現在、結果を解析取りまとめ中である。調査で得られた

全磁力分布では、青ヶ島北側に低磁力が分布し、南側に高磁力域が分布している。今後、地下深部よりの信号を抽出し、
マグマの位置の把握に努めるものとする。

2-2構造的な弱部の調査
青ヶ島の地表部で、自然電位探査と５０ cm温度探査を実施した。その結果、自然電位が高い地域と自然電位が高い箇

所が一致した。その地域では、降雨後は、噴気が容易に確認されるエリアである。そのため、そのエリアでは、熱水が
上昇している可能性がある。現在、自然電位が高く、50cm深度温度が高い地域から１点、比較的自然電位が低く、50cm
深度温度があまり高くない地域で 1点、MT法探査を実施し、両者の結果の比較から、地質構造の違いを検討する予定で
ある。

2-3地下水の把握
　池の沢近くには、爆発的な噴火を示す堆積物がある。池の沢の地下水は、海水水準面標高に海水があるのではない

かとの調査報告もある。そのため、将来におけるマグマ水蒸気爆発の可能性を検討するために、地下水位の把握を検討
している。具体的には、青ヶ島村役場実施した電気探査と東京都が実施した電気探査結果および水質検査の結果等を取
りまとめまとめることにより、池の沢での地下水の性状から地下水位の把握を試みる。

2-4 GPS観測に火山活動の監視
マグマ上昇にともなう、山体が膨張するなどの変動を捕らえることを目的としてふれあい温泉と丸山側にGPSを設置

し、定点観測を開始した。これらのデータは、現在、データを千葉大学で、リモートコントロールするように、準備中
である。
３．まとめ
筆者らは、青ヶ島の調査を 3段階に分け実施している。第一段階は、2006年 5月から 2007年 4月の現場調査を実施

し、データを収集する段階である。第二段階は、第一段階でえられたデータを解析し、青ヶ島の構造を分析する段階で
ある。第三段階では、青ヶ島の構造分析結果を踏まえ、今後おこるであろう噴火シナリオを考察し、青ヶ島において火
山の予兆として捉えられるであろうと考えられる現象について考察する。
今は、第一段階が終わった段階であり、今後は第二段階の調査として、青ヶ島の構造把握に努めたい。
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